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最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
Ｈ 形 鋼 に よ り 構 成 さ れ た 第 １ 梁 に 、 Ｈ 形 鋼 に よ り 構 成 さ れ 前 記 第 １ 梁 と 直 交 し て 配 置 さ れ  
た 第 ２ 梁 を 接 合 す る 梁 接 合 構 造 に お い て 、
前 記 第 １ 梁 の ウ ェ ブ に 対 面 し て ボ ル ト 接 合 さ れ る 鉛 直 板 と 、 前 記 鉛 直 板 に 接 合 さ れ て 前 記  
鉛 直 板 と 直 交 す る 方 向 へ 延 び 前 記 第 ２ 梁 の ウ ェ ブ が ボ ル ト 接 合 さ れ る 連 結 板 と 、 前 記 連 結  
板 の 上 端 部 及 び 前 記 鉛 直 板 の 上 端 部 に 接 合 さ れ 前 記 第 １ 梁 の 上 フ ラ ン ジ に 沿 っ て 延 び る 水  
平 板 と 、 を 備 え た 連 結 部 材 と 、
前 記 第 １ 梁 の 上 フ ラ ン ジ の 下 面 と 前 記 水 平 板 の 上 面 と の 間 に 充 填 さ れ た 充 填 材 と 、
を 有 す る 梁 接 合 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 第 １ 梁 の ウ ェ ブ は 、 前 記 第 １ 梁 の ウ ェ ブ に 対 面 し て 配 置 さ れ た 鉛 直 補 強 板 と 前 記 鉛 直  
板 と に よ っ て 挟 み 込 ま れ て い る 請 求 項 １ に 記 載 の 梁 接 合 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 第 １ 梁 の 前 記 上 フ ラ ン ジ に 支 持 さ れ た 床 ス ラ ブ の 下 面 と 前 記 第 ２ 梁 の 上 フ ラ ン ジ と の  
間 に 充 填 さ れ た グ ラ ウ ト 材 を 有 す る 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の 梁 接 合 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 鋼 製 の 梁 に 鋼 製 の 梁 を 接 合 す る 梁 接 合 構 造 に 関 す る 。

請求項の数　3　（全7頁）
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【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
鋼 製 の 梁 に 鋼 製 の 梁 を 接 合 す る 梁 接 合 構 造 が あ る 。 例 え ば 、 特 許 文 献 １ に は 、 Ｈ 形 鋼 か ら  
な る 大 梁 の ウ ェ ブ と 上 フ ラ ン ジ に 溶 接 に よ っ て 固 定 さ れ た 鋼 板 か ら な る 仕 口 部 材 に 、 Ｈ 形  
鋼 か ら な る 小 梁 の ウ ェ ブ を ボ ル ト 接 合 す る こ と に よ り 、 大 梁 に 小 梁 を 接 合 す る 鉄 骨 梁 の 仕  
口 構 造 が 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
し か し 、 こ の よ う な 仕 口 構 造 を 用 い て 、 化 学 薬 品 を 扱 う 工 場 等 の 火 気 の 使 用 が 困 難 な 建 物  
に お い て 、 既 設 の 鋼 製 の 大 梁 に 新 設 の 鋼 製 の 小 梁 を 接 合 し て 新 設 の 鋼 製 の 小 梁 を 増 設 す る  
改 修 工 事 を 行 う 場 合 、 溶 接 作 業 を 行 う こ と が で き な い の で 、 改 修 工 事 期 間 中 に お い て 工 場  
の 操 業 を 停 止 す る 等 の 策 を 講 じ な け れ ば な ら な い 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 文 献 】 特 開 ２ ０ １ ５ － ６ ８ ０ ０ １ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 は 係 る 事 実 を 考 慮 し 、 溶 接 を 用 い な い で 鋼 製 の 梁 に 鋼 製 の 梁 を 接 合 す る こ と を 課 題  
と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
第 １ 態 様 の 発 明 は 、 Ｈ 形 鋼 に よ り 構 成 さ れ た 第 １ 梁 に 、 Ｈ 形 鋼 に よ り 構 成 さ れ 前 記 第 １ 梁  
と 直 交 し て 配 置 さ れ た 第 ２ 梁 を 接 合 す る 梁 接 合 構 造 に お い て 、 前 記 第 １ 梁 の ウ ェ ブ に 対 面  
し て ボ ル ト 接 合 さ れ る 鉛 直 板 と 、 前 記 鉛 直 板 に 接 合 さ れ て 前 記 鉛 直 板 と 直 交 す る 方 向 へ 延  
び 前 記 第 ２ 梁 の ウ ェ ブ が ボ ル ト 接 合 さ れ る 連 結 板 と 、 前 記 連 結 板 の 上 端 部 及 び 前 記 鉛 直 板  
の 上 端 部 に 接 合 さ れ 前 記 第 １ 梁 の 上 フ ラ ン ジ に 沿 っ て 延 び る 水 平 板 と 、 を 備 え た 連 結 部 材  
と 、 前 記 第 １ 梁 の 上 フ ラ ン ジ の 下 面 と 前 記 水 平 板 の 上 面 と の 間 に 充 填 さ れ た 充 填 材 と 、 を  
有 す る 梁 接 合 構 造 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
第 １ 態 様 の 発 明 で は 、 連 結 板 が 接 合 さ れ た 鉛 直 板 を 第 １ 梁 の ウ ェ ブ に ボ ル ト 接 合 し 、 連 結  
板 に 第 ２ 梁 の ウ ェ ブ を ボ ル ト 接 合 す る こ と に よ り 、 溶 接 を 用 い な い で 第 １ 梁 に 第 ２ 梁 を 接  
合 す る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 溶 接 を 用 い な い で 鋼 製 の 梁 に 鋼 製 の 梁 を 接 合 す る こ と が  
で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
ま た 、 溶 接 を 用 い な い で 第 １ 梁 に 第 ２ 梁 を 接 合 す る こ と が で き る の で 、 化 学 薬 品 を 扱 う 工  
場 等 の 火 気 の 使 用 が 困 難 な 建 物 に お い て 第 １ 梁 に 第 ２ 梁 を 接 合 し て 第 ２ 梁 の 増 設 を 行 う 場  
合 、 工 場 を 稼 働 さ せ な が ら 第 １ 梁 に 第 ２ 梁 を 接 合 す る 作 業 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
さ ら に 、 溶 接 を 用 い な い で 第 １ 梁 に 第 ２ 梁 を 接 合 す る こ と が で き る の で 、 短 時 間 で 第 １ 梁  
に 第 ２ 梁 を 接 合 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ま た 、 第 １ 梁 の 上 フ ラ ン ジ の 下 面 と 水 平 板 の 上 面 と の 間 に 充 填 材 を 充 填 し て 硬 化 さ せ る こ  
と に よ り 、 連 結 板 に 作 用 す る 曲 げ モ ー メ ン ト を 第 １ 梁 の 上 フ ラ ン ジ に 効 率 よ く 伝 達 さ せ る  
こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 第 １ 梁 の ウ ェ ブ に 生 じ る 曲 げ 応 力 の 負 担 を 低 減 す る こ と が で  
き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
さ ら に 、 第 １ 梁 の 上 フ ラ ン ジ の 下 面 と 水 平 板 の 上 面 と の 間 に 充 填 材 を 充 填 し て 硬 化 さ せ る  
こ と に よ り 、 連 結 板 の が た つ き を 抑 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
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第 ２ 態 様 の 発 明 は 、 第 １ 態 様 の 梁 接 合 構 造 に お い て 、 前 記 第 １ 梁 の ウ ェ ブ は 、 前 記 第 １ 梁  
の ウ ェ ブ に 対 面 し て 配 置 さ れ た 鉛 直 補 強 板 と 前 記 鉛 直 板 と に よ っ て 挟 み 込 ま れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
第 ２ 態 様 の 発 明 で は 、 第 １ 梁 の ウ ェ ブ を 鉛 直 補 強 板 と 鉛 直 板 と に よ っ て 挟 み 込 む こ と に よ  
り 、 第 １ 梁 の ウ ェ ブ を 補 強 す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
本 発 明 は 上 記 構 成 と し た の で 、 溶 接 を 用 い な い で 鋼 製 の 梁 に 鋼 製 の 梁 を 接 合 す る こ と が で  
き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 梁 接 合 構 造 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の Ａ － Ａ 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 連 結 部 材 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 補 強 部 材 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
図 を 参 照 し な が ら 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 説 明 す る 。 ま ず 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 梁 接 合  
構 造 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
図 １ の 側 面 図 、 及 び 図 １ の Ａ － Ａ 断 面 図 で あ る 図 ２ に は 、 本 実 施 形 態 の 梁 接 合 構 造 １ ０ に  
よ り 既 設 の 第 １ 梁 と し て の 大 梁 １ ２ に 新 設 の 第 ２ 梁 と し て の 小 梁 １ ４ を 接 合 し て こ の 小 梁  
１ ４ を 増 設 し 、 大 梁 １ ２ に 支 持 さ れ た 既 設 の 床 ス ラ ブ １ ６ を 補 強 し た 改 修 の 例 が 示 さ れ て  
い る 。 床 ス ラ ブ １ ６ は 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
梁 接 合 構 造 １ ０ は 、 連 結 部 材 １ ８ と 、 充 填 材 と し て の グ ラ ウ ト 材 ２ ０ と を 有 し て 構 成 さ れ  
、 大 梁 １ ２ に 、 平 面 視 に て 大 梁 １ ２ と 略 直 交 し て 配 置 さ れ た 小 梁 １ ４ を 接 合 し て い る 。 大  
梁 １ ２ 及 び 小 梁 １ ４ は 、 Ｈ 形 鋼 に よ り 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
図 １ 、 図 ２ 、 及 び 図 ３ の 斜 視 図 に 示 す よ う に 、 連 結 部 材 １ ８ は 、 鉛 直 板 ２ ２ 、 連 結 板 ２ ４  
、 水 平 板 と し て の 上 水 平 板 ２ ６ 、 及 び 下 水 平 板 ２ ８ を 有 し て 構 成 さ れ て い る 。 鉛 直 板 ２ ２  
、 連 結 板 ２ ４ 、 上 水 平 板 ２ ６ 、 及 び 下 水 平 板 ２ ８ は 、 鋼 板 に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
連 結 板 ２ ４ は 、 鉛 直 板 ２ ２ の 内 面 ３ ０ に 左 端 部 ３ ２ が 溶 接 等 に よ り 接 合 さ れ て 、 平 面 視 に  
て 鉛 直 板 ２ ２ と 直 交 す る 方 向 ３ ４ へ 延 び る よ う に し て 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
上 水 平 板 ２ ６ は 、 連 結 板 ２ ４ の 上 端 部 及 び 鉛 直 板 ２ ２ の 上 端 部 に 下 面 が 溶 接 等 に よ り 接 合  
さ れ て 、 大 梁 １ ２ の 上 フ ラ ン ジ ３ ６ に 沿 っ て 延 び る よ う に し て 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
下 水 平 板 ２ ８ は 、 連 結 板 ２ ４ の 下 端 部 及 び 鉛 直 板 ２ ２ の 下 端 部 に 上 面 が 溶 接 等 に よ り 接 合  
さ れ て 、 大 梁 １ ２ の 下 フ ラ ン ジ ３ ８ に 沿 っ て 延 び る よ う に し て 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
図 １ 、 及 び 図 ４ の 斜 視 図 に 示 す よ う に 、 補 強 部 材 ４ ０ は 、 鉛 直 補 強 板 ４ ２ 、 補 強 リ ブ ４ ４  
、 上 水 平 板 ４ ６ 、 及 び 下 水 平 板 ４ ８ を 有 し て 構 成 さ れ て い る 。 鉛 直 補 強 板 ４ ２ 、 補 強 リ ブ  
４ ４ 、 上 水 平 板 ４ ６ 、 及 び 下 水 平 板 ４ ８ は 、 鋼 板 に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
補 強 リ ブ ４ ４ は 、 鉛 直 補 強 板 ４ ２ の 内 面 ５ ０ に 右 端 部 ５ ２ が 溶 接 等 に よ り 接 合 さ れ て 、 平  
面 視 に て 鉛 直 補 強 板 ４ ２ と 直 交 す る 方 向 ５ ４ へ 延 び る よ う に し て 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
上 水 平 板 ４ ６ は 、 補 強 リ ブ ４ ４ の 上 端 部 及 び 鉛 直 補 強 板 ４ ２ の 上 端 部 に 下 面 が 溶 接 等 に よ  
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り 接 合 さ れ て 、 大 梁 １ ２ の 上 フ ラ ン ジ ３ ６ に 沿 っ て 延 び る よ う に し て 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
下 水 平 板 ４ ８ は 、 補 強 リ ブ ４ ４ の 下 端 部 及 び 鉛 直 補 強 板 ４ ２ の 下 端 部 に 上 面 が 溶 接 等 に よ  
り 接 合 さ れ て 、 大 梁 １ ２ の 下 フ ラ ン ジ ３ ８ に 沿 っ て 延 び る よ う に し て 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
図 １ に 示 す よ う に 、 連 結 部 材 １ ８ と 補 強 部 材 ４ ０ と は 、 鉛 直 板 ２ ２ と 鉛 直 補 強 板 ４ ２ と を  
大 梁 １ ２ の ウ ェ ブ ５ ６ に そ れ ぞ れ 対 面 さ せ る と と も に 、 鉛 直 板 ２ ２ と 鉛 直 補 強 板 ４ ２ と に  
よ っ て 大 梁 １ ２ の ウ ェ ブ ５ ６ を 挟 み 込 ん だ 状 態 で 、 鉛 直 板 ２ ２ と 鉛 直 補 強 板 ４ ２ と を ボ ル  
ト ５ ８ 及 び ナ ッ ト ６ ０ に よ り ボ ル ト 接 合 す る こ と に よ っ て 、 大 梁 １ ２ に 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
連 結 部 材 １ ８ の 下 水 平 板 ２ ８ と 、 補 強 部 材 ４ ０ の 下 水 平 板 ４ ８ と は 、 ボ ル ト ６ ２ 及 び ナ ッ  
ト ６ ４ に よ り 大 梁 １ ２ の 下 フ ラ ン ジ ３ ８ に 接 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
図 １ に 示 す よ う に 、 連 結 板 ２ ４ の 上 半 分 部 分 に は 、 小 梁 １ ４ へ 向 か っ て 突 出 す る 接 合 部 ６  
６ が 設 け ら れ て お り 、 こ の 接 合 部 ６ ６ に 小 梁 １ ４ の ウ ェ ブ ６ ８ を ボ ル ト ７ ０ 及 び ナ ッ ト （  
不 図 示 ） に よ り ボ ル ト 接 合 す る こ と に よ っ て 、 大 梁 １ ２ に 小 梁 １ ４ が 接 合 さ れ て い る 。 小  
梁 １ ４ は 、 床 ス ラ ブ １ ６ の 下 面 と 小 梁 １ ４ の 上 フ ラ ン ジ ７ ２ の 上 面 と の 間 に 距 離 を 有 す る  
よ う に し て 、 床 ス ラ ブ １ ６ の 下 方 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
大 梁 １ ２ の 上 フ ラ ン ジ ３ ６ の 下 面 と 上 水 平 板 ２ ６ の 上 面 と の 間 に は 、 充 填 材 と し て の グ ラ  
ウ ト 材 ２ ０ が 充 填 さ れ て 硬 化 し て い る 。 ま た 、 大 梁 １ ２ の 上 フ ラ ン ジ ３ ６ の 下 面 と 上 水 平  
板 ４ ６ の 上 面 と の 間 に は グ ラ ウ ト 材 ７ ４ が 充 填 さ れ て 硬 化 し て い る 。 さ ら に 、 床 ス ラ ブ １  
６ の 下 面 と 小 梁 １ ４ の 上 フ ラ ン ジ ７ ２ の 上 面 と の 間 に は グ ラ ウ ト 材 ７ ６ が 充 填 さ れ て 硬 化  
し て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
グ ラ ウ ト 材 ２ ０ 、 ７ ４ 、 ７ ６ は 、 同 じ 材 料 と な っ て お り ( 以 下 、 グ ラ ウ ト 材 ２ ０ 、 ７ ４ 、 ７  
６ を 「 グ ラ ウ ト 材 Ｇ 」 と す る ） 、 床 ス ラ ブ １ ６ の 下 面 と 小 梁 １ ４ の 上 フ ラ ン ジ ７ ２ の 上 面  
と の 間 に グ ラ ウ ト 材 Ｇ を 充 填 す る 際 に 、 大 梁 １ ２ の 上 フ ラ ン ジ ３ ６ の 下 面 と 上 水 平 板 ２ ６  
の 上 面 と の 間 に グ ラ ウ ト 材 Ｇ が 充 填 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
次 に 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 梁 接 合 構 造 の 作 用 と 効 果 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
本 実 施 形 態 の 梁 接 合 構 造 で は 、 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す よ う に 、 連 結 板 ２ ４ が 接 合 さ れ た 鉛 直  
板 ２ ２ を 大 梁 １ ２ の ウ ェ ブ ５ ６ に ボ ル ト 接 合 し 、 連 結 板 ２ ４ （ 接 合 部 ６ ６ ） に 小 梁 １ ４ の  
ウ ェ ブ ６ ８ を ボ ル ト 接 合 す る こ と に よ り 、 現 場 で の 溶 接 を 行 わ な い で 大 梁 １ ２ に 小 梁 １ ４  
を 接 合 す る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 溶 接 を 用 い な い で 鋼 製 の 梁 （ 大 梁 １ ２ ） に 鋼 製 の 梁  
（ 小 梁 １ ４ ） を 接 合 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
ま た 、 現 場 で の 溶 接 を 行 わ な い で 大 梁 １ ２ に 小 梁 １ ４ を 接 合 す る こ と が で き る の で 、 化 学  
薬 品 を 扱 う 工 場 等 の 火 気 の 使 用 が 困 難 な 建 物 に お い て 大 梁 １ ２ に 小 梁 １ ４ を 接 合 し て 小 梁  
１ ４ の 増 設 を 行 う 場 合 、 工 場 を 稼 働 さ せ な が ら 大 梁 １ ２ に 小 梁 １ ４ を 接 合 す る 作 業 を 行 う  
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
さ ら に 、 現 場 で の 溶 接 を 行 わ な い で 大 梁 １ ２ に 小 梁 １ ４ を 接 合 す る こ と が で き る の で 、 短  
時 間 で 大 梁 １ ２ に 小 梁 １ ４ を 接 合 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
ま た 、 大 梁 １ ２ の 上 フ ラ ン ジ ３ ６ の 下 面 と 上 水 平 板 ２ ６ の 上 面 と の 間 に 充 填 材 と し て の グ  
ラ ウ ト 材 ２ ０ を 充 填 し て 硬 化 さ せ る こ と に よ り 、 連 結 板 ２ ４ に 作 用 す る 曲 げ モ ー メ ン ト を  
大 梁 １ ２ の 上 フ ラ ン ジ ３ ６ に 効 率 よ く 伝 達 さ せ る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 大 梁 １ ２ の  
ウ ェ ブ ５ ６ に 生 じ る 曲 げ 応 力 の 負 担 を 低 減 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ３ ７ 】
さ ら に 、 大 梁 １ ２ の 上 フ ラ ン ジ ３ ６ の 下 面 と 上 水 平 板 ２ ６ の 上 面 と の 間 に 充 填 材 と し て の  
グ ラ ウ ト 材 ２ ０ を 充 填 し て 硬 化 さ せ る こ と に よ り 、 連 結 板 ２ ４ の が た つ き を 抑 え る こ と が  
で き 、 大 梁 １ ２ 、 小 梁 １ ４ 、 連 結 部 材 １ ８ 、 及 び 床 ス ラ ブ １ ６ の 一 体 性 を 高 め た 接 合 構 造  
を 構 築 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
ま た 、 大 梁 １ ２ の ウ ェ ブ ５ ６ を 鉛 直 板 ２ ２ と 鉛 直 補 強 板 ４ ２ と に よ っ て 挟 み 込 む こ と に よ  
り 、 大 梁 １ ２ の ウ ェ ブ ５ ６ を 補 強 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
さ ら に 、 床 ス ラ ブ １ ６ の 下 面 と 小 梁 １ ４ の 上 フ ラ ン ジ ７ ２ の 上 面 と の 間 に 隙 間 を 有 す る よ  
う に し て 、 床 ス ラ ブ １ ６ の 下 方 に 小 梁 １ ４ を 配 置 し 、 床 ス ラ ブ １ ６ の 下 面 と 小 梁 １ ４ の 上  
フ ラ ン ジ ７ ２ の 上 面 と の 間 の 隙 間 に グ ラ ウ ト 材 ７ ６ を 充 填 し て 硬 化 さ せ る こ と に よ り 、 既  
設 の 床 ス ラ ブ １ ６ の 下 面 の 施 工 誤 差 や 変 形 を 吸 収 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
以 上 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 し た 。
【 ０ ０ ４ １ 】
な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 第 １ 梁 を 大 梁 １ ２ と し 、 第 ２ 梁 を 小 梁 １ ４ と  
し た 例 を 示 し た が 、 第 １ 梁 と 第 ２ 梁 と は 、 ど の よ う な 梁 で あ っ て も よ い 。 例 え ば 、 第 １ 梁  
及 び 第 ２ 梁 を 小 梁 と し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 小 梁 １ ４ を 増 設 す る 改 修 工 事 に 梁 接 合 構 造 １  
０ を 適 用 し た 例 を 示 し た が 、 本 実 施 形 態 の 梁 接 合 構 造 １ ０ は 、 改 修 工 事 に 適 用 し て も よ い  
し 、 新 築 工 事 に 適 用 し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
以 上 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 は こ う し た 実 施 形 態 に 何 等 限 定 さ れ  
る も の で な く 、 本 発 明 の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 に お い て 、 種 々 な る 態 様 で 実 施 し 得 る こ と  
は 勿 論 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
１ ０   梁 接 合 構 造
１ ２   大 梁 （ 第 １ 梁 ）
１ ４   小 梁 （ 第 ２ 梁 ）
１ ８   連 結 部 材
２ ０   グ ラ ウ ト 材 （ 充 填 材 ）
２ ２   鉛 直 板
２ ４   連 結 板
２ ６   上 水 平 板 （ 水 平 板 ）
３ ６   上 フ ラ ン ジ
５ ６   ウ ェ ブ
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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